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 火山の火道域の実態は未知であり、火道がどのような形状をなすのか、マグマが火道をどのよう

に上昇してくるのか、マグマの脱ガスがどのように行われるのかはほとんど解明されていない。雲仙

の火道掘削は、雲仙火山の北側斜面標高 840 メートルから雲仙火山の中心部に向かって傾

斜掘削を行い、海抜約 0 メートル付近で火道域を貫通した。掘削の総延長は 1995.75 メー

トルであり、1582 メートルから 1995.75 メートルの 16 箇所でボーリングコアの採取に成功

した。コアの総延長は 75.05 メートルである。 

 本研究では、この火道掘削コアの記載、組織解析、および化学分析を行った。火道域の

主体である 1694.9-1995.75 m のコアは、ポリミクティック角礫岩と塊状のデイサイトの２種類の岩相

からなる。ポリミクティック角礫岩は、一種のフォールバック堆積物であり、水蒸気爆発等により粉砕

された火道壁の岩石片が火道域内でリサイクルされ高温の状態で固結したものであると考えられる。

一方、塊状のデイサイトはガラス質の周縁急冷層をもつ岩脈である。岩脈の多くは、岩脈の出現状

況および FMI イメージから推定すると、数枚の岩脈が複合して大きな一つの岩脈をなす複合岩脈

である。以上のポリミクティック角礫岩と複合岩脈は、幅約 350 メートルの火道域を形成していると考

えられる。岩脈の周縁部の急冷層が存在するためには、マグマの貫入時（噴火と噴火の間の期間）

に火道域が冷えていることが必要である。したがって、火道域はマグマの貫入時に冷えていたとい

える。今回の火道掘削では、坑内温度の測定が行われ、火道域の温度が 200℃程度しかないこと

が明らかにされている。この測定結果は、1990-1995 年噴火から約 10 年しか経過していない火道

域が既に冷えていることを示し、岩脈周縁部のガラス急冷層の存在と調和的である。ポリミクティッ

ク角礫岩に貫入したマグマは、マグマの貫入時に火道域が冷えていたために周縁部が急速に冷

却し、ガラス質の周縁急冷層を形成したと考えられる。火道域の岩石は全て熱水変質を被っている

ことから、火道域の冷却には地下水が大きな役割を果たしていると考えられる。 

 本研究の結果、雲仙火山内部の火道の全体像とその詳細が明らかになった。雲仙火山の地

下約 1500 メートルの深さ（海抜 0ｍ付近の深度）における火道域は、幅約 350 メートルで、

ポリミクティック角礫岩とそれに貫入する複数の平行岩脈から構成される。各々の岩脈は，

厚さ 3〜11m であるが，複数の岩脈が複合岩脈を形成し，厚さ 20〜40ｍに達する。複合岩脈

は、新しいマグマが火道域を上昇する時、過去に貫入した岩脈とポリミクティック角礫岩

との境界に貫入しやすいために形成されたのであろう。岩脈の貫入時には、周囲のポリミ

クティック角礫岩や岩脈内部に数多くの割れ目が形成され、その割れ目に岩石片を含む高

温のガスが注入し、タフィサイト脈が形成された。タフィサイト脈は火道域における脱ガ

スの証拠である。 
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